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1) • 2) • 3) • 4). 5)， 6) 
前報まで、の被'fbi図形の合成則iζ閲する研究では，主と
して伝統的な被服摘成法1<:従って作り出される被服図形
を中心1<:合成政lを検討し，それらの主要なものの幾っか
を数照的に与えた。
伝統的な被服構成法は，平面製図法tζ基づくものと，
立体裁断法lζ基づくものとに大別される。したがって，
これまで合成則の他山も乙れらのこつの方法IC渡って検
討した。第1報から第4報までは，主として平面製図法
から倒I:Uされた被服図形の合成則を述べ，第5報と第6
報では立体裁断法ICMっく原型の平面展開法を三角形有
限要素の合成則で近似するノ5法を述べた。乙の方法の利
点の一つは. 3次元被服図形と 2次元被服図形と}ζ，統
ーした図形合成規則を与えている乙とである。そ乙では，
立体裁断法によって使用されている人台などの着衣基体
の立体表而を三角形有限要素の3次元的な合成則で構築
した。さらに，立体裁断後iζ得られる平面上の被服型紙
をも. 3次兄の場合と|司じ方式iι基づくこ角形有限要素
の合成則を適用して2次元的に織成した。
この様に立体的な被服図形と平面的な被服図形の生成
iζー貸した表現形式を利用すれば，乙れまでの論文で述
べた一連の被服図形の合成則の組合わせで，原型なとの
基礎的な被服型紙図形は立体裁断法から平而製図法への
一貫した被服構成の展開が可能である。
しかしながら，乙れまでに述べた合成則だけでは被服
デザイナーの求める種々の被服デザインの変更に応じて，
その基本的な被服型紙から変化した型紙iζ展開する必要
のある場合には，重大な防害を引き起乙す乙とになる。
その第一の問題点はとれまでの議論が，被服の型紙原型
や襟など単一の被服構成要素の生成κ必要な図形の合成
flIHζ集中していたので，種々の被服デザインの変更に応
じて生じる各々の被服構成要素の相互関連性の表現力が
十分でない乙とである。第二の問題点は，被服デザイン
の修正や更新iζfドう被服図形の合成則が十分でないこと
である。第三の問題点は，被服図形の合成則が被服デザ
イナーにとって埋解しやすい形で与えられていないので，
被服デザイナーにとっては被服デザインを被服図形の合
成則で表現することが容易でないことである。
そこで，乙れらの問題を克服するために，本研究では
既iζ凋発した3次元着衣基体構造模型とその平面展開法
の上IC被服型紙をデザイン展開できる被服構成のための
デザイン展開言活DD L85 CDress Design Language 
: Version 1985)の設計lζついて述べる。
乙の言語DDL85を利用すると，立体裁断法における
ダーツ線の切り答え，ヨークの設定，それに，ギャザー
やプリーツの設定などのデザイン展開が3次元着衣基体
締造模型の上で容易に記述できる。
被服織成のためのデザイン展開言語DDL85の設置
言語設計K関するE理論や技術は，コンパイラーの設計
や人工知能の設計の分野での中心的な研究課題であり，
計算機科学の数多く在る研究分野のうちでも，厳も実り
有る成果をもたらした研究分野である。最近 Ahoと
UlimaJhopcぱ tとUllmaf等がコンヒ。ュータ言
語設計理論の有益な研究成果を統合した。被服申耐えのた
めのデサイン展開言語DDL85は，乙れらの研究成果を
基礎にして開発した。したがって.D D L85は，被服デ
、 ???
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ザイナーがデザインの展開を記述する場合K.簡潔でし
かも理解が用意な言語を提供すると共K.BASICや
FORTRANなどと閉じ機にコンピュータで実行可能な
文法規則をも備えている。
1 .言語設計のための記法と用鱈
本節では.DD L85の言語設計1<:必要な記法と用語を
AhoとUllmanl<:従って導入する。
さて，言語には，文法と意味というこつの面がある。
文法は，その言語の構成要索の互いの組立て方を示すも
のでtある。意味はその言語に基づく文の解釈や結果の乙
とである。文法は構文規則によって定められる。さらに，
構文規則は設計される言語ごとに，言語仕様として定め
られる。文法的(構文的)K正しい記述(文)とは，そ
の記述に現れる或る構文要素から出発して，その言語の
定める構文規則だけを有限回適用すれば，その言語の規
約済みの記号列に一意に帰結する乙とを言う。
したがって，被服デザイナーのデザイン展開IL関する
記述が，被服織成上で言語DDL85に照して正しいかど
うかを診断するのが言語DDL85の構文規則(文法)と
いう乙とになる。
さて，乙の綿文規則は拡張BNF紀法というものによっ
て記述される乙とが多い。乙の記法は，言い換えればD
D L85という他の言語を記述する機能を持ったま見言語で
ある。
そ乙で，まず.D D L85に形式的かつ厳密な言語精造
を指定するために，拡張BNF記法を導入する。
1.拡張BNF記法の要約
以下ILtJ1;張BNF記法を要約し.DD L85の構文規則
は乙の記法IL従って与える。
a)一つの梅文規目IJは，左返と右辺とを記号.， =で結
んで表わす。
b)左辺IL現れる ζとのない記号を終端記号または，
俗文要素と名付ける。それ以外の記号は非終端記号と名
付ける。
c)一つの梅文規則は，その左辺の構文要素を右辺全
体と置き換える乙とをしめす。
d)構文要素は角括狙く及び>とで活る。
e)縫文規sIJの右辺は，その各要素から構文的な演算
1<:よって組み立てられる。
f )構文の演算には，連接，選択，巾の三つがある。
a. bを締文妥索あるいは終端記号として，連接はab 
で表わし aの後にbを続ける乙とを，選択はaI bで
表わし.aまたは bを選択する乙とを，そして，巾は
(a)で表わし aを零回以上繰り返し続ける乙とをそ
ぞれ示す。
( 2) 
2. D D L85の言語タイプ
形式言語理論では，言語は，その稿文規則の設計IL制
限を設ける方式jとより，タイプOからタイプ3まで4つ
のタイプiζ分類され，それぞれ句構造文法，文脈依存文
法，文脈自由文法，正規文法と名付けられている。
DDL85の言語タイプは，多くのコンピュータ言語と
同じく文脈自由型の言語であり，構文規ItIJの左辺はただ
一個の非終端記号だけから成り，また，非終端記号は，
文脈とは無関係に右辺で誼換が可能であるという制限を
受けるものとする。
n. DDL85の矯文規則
1.着衣基体繕造模型iζ関する規約
DDL85では，被服のデザイン展開K必要な基礎的な
デザイン構成要素を幾っか備えている。着衣』正体構造線
型上にはデザイン展開で常用しているデザイン案内線や
デザイン基準点などの基本的なデザイン構成要素が予め
設置されている。乙れらのデザイン構成要索を規約デザ
イン構成要索と名付ける。 DDL85では， ζれらの規約
デザイン構成要素を変化させる乙とによってデザインを
展開する乙とを前提としている。規約デザイン構成要素
には，デザインを施す範阻によって，領域，線，点に対
してそれぞれ定義されているものがある。領域iζ対する
例iζは者衣基体曲面領媛の三角形要素への分割があるが
ζれについては第5報に述べている。線1<:対する規約デ
ザイン織成要素の忌も基本的なものはデザイン案内線で
ある。デザイン案内線は.{'"t衣基体櫛造線型自に対して水平
方向と垂直方向との2方向に分けて設定されている。乙
れらの案内線を，規約デザイン案内線と名付ける。そし
て，点IL対する規約デザイン構成要紫は.ζれらの2}5
向のデザイン案内線の交点として定義される。乙れらの
交点を規約デザイン基準点と名付ける。
さて，乙れらの点に対して.D D L85では，点の存在
の宣言と.その点にどのような値を持たせるかなどの実
現化への指定とは，別々の意味をもっ。例えば.DDL 
85では，デサイン基準点に3次元. 2 次元の~標値や色
指定などを与える乙とは，デザイン基準点の或る種の属
性値を一つ実現化を意味する。したがって， ζれらは点
の存在の指定とは別の織文規則1<:従う。
a.規約デザイン案内線
着衣基体構造積雪担は，図 1，ζ示すような水平方向の規
約デザイン案内線と，図21L示すような垂直方向の規約
デザイン案内線とが設定されている。
水平方向の規約デザイン案内線の定義.識別子それに
名称とを表11<:示す。
表 lのドロップラインとテイルラインとの名称は一般
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表1 お衣基体構造模型の水平方向規約デザイン案内
線の定義と識別子
識別子 名 称 摘 要
N ネyクライン 類付根線
S ショルダーライン 背肩幅を含む線
C チェストライン 上部胸囲線
B ノぐストライン 手L頭位胸囲線
U アンダー ノミスト 下部胸閉線
ライン
W ウエストライン sI司姐線
D ドロ yフ。ライン 胴関線と脇縫回線との交点
で当てた、IZ担えが腰部と緩す
る左右の点を結んだ線。
H ヒッフ。ライン 腰囲線
T テイノレライン 者4交1主体構造一模型の裾線
的でない。 ドロップラインはスカー卜が腰部で設初にド
ロップする位置を示す。通常乙のライン上;に腰部曲面の
最大変曲点が有り，スカー卜なと下半身被IJ~の形状を制
御する重要な曲面構造線である。乙れらの理由で， DD 
L85ではζのドロップラ インを規約デザイン案内線とし
て設置した。一方，テイルラインは曲面構造を表わすよ
りも，着tx.基体構造模型の終端を表わすために設自主され
た。スカー卜やドレスの裾線を表わす時などは，デザイ
ン案内線として利用できる。
つぎに.~直ノ守向の規約デザイン案内線の定義を表 2
K，識別子，所属部位そして名称、を表3，ζ示す。
表2の脇ノfネノレラインとネックダーツ案内線との名称
は一般的でない。 DDL85が規約する前後，左右の4本
( 3 ) 
表2 着衣基体橋治模型の垂直方向規約デザイン案内
線の定義
名 称 摘 要
前中心線
後中心線
ノマネノレライン 前胴丈を含む線
脇パネノレライン 腕付根線と上部胸閤線との交
点から霊下した線を着衣基体
上iζ投影した線。
同縫目線
アームホーノレライン 腕付根線
脇縫回線
ネ yクダーツ案内線 ノマネノレラインとノ〈ストライン
との交点からネックライン上
の任意の I点を結ぶ線。
の脇パネ Jレラインは，脇部の型紙デザインを容易にする
ために設定されている。ところで，着衣基体構造模型は
着衣基体の幽商機造を，前[国部，側面部，後面部lζ大目1
していた。すなわち，乙れは，平面製図法では一般的で
ない側面部のデザインを強調した模型に成っている。こ
のことは，この精造模型が.主として，立体裁断法のシ
ステム分析結果を基礎iと構築されているととによる。ま
た，被服の体型lζ対する繍正やグレーディングなどの中
心技術は主K側面部のデザイン変更に閲述している。乙
れらの理由から，右前脇バネノレラ イン，右後脇パネJレラ
イン， 左後脇パネノレライン，左前脇パネ Jレラインが規約
テザイン案内線として設置した。
ネ yクダーツ案内線は，者衣基体構造模型上でダーツ
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表3 .lJ衣基体構造模型の蚤直方向規約デザイン案内線の識別子
識別子 所属部位識別子 名称
右前身頃 右前中心線
2 右前身頃 右前パネノレライン
3 右前身頃 右前脇パネルライン
4 右脇 右脇縫目線
5 右後身頃 右後脇バネノレライン
6 右後身 頃 右後パネルライン
7 後中心線
8 左後身頃 左後パネルライン
9 左後身頃 左後脇パネノレライン
10 左脇 左脇縫目線
11 左前身頃 左前脇パネノレライン
12 左前身頃 左前バネノレライン
13 左前身頃 左前中心線
14 右前身頃 右前午、 yクダーツ案内線
15 左前身頃 左前不 yクダーツ案内線
a 右 右アームホールライン
A 左 左アームホールライン
注 1)被服構成では.身頃といえば被服の右半分の身頃を、脇縫同線と言えば、おの脇
縫回線を指し、型紙も対称性から被服の右半分についてのみ前身頃、後身頃を作成
するのが一般である。との表でデザイン案内線lζ左右、前後でそれぞれ前置修飾チ
を付してその識別子としている出由は、言語設計上の必要性からであり、とれらの
識別子を利用する乙とによ って、.u衣2主体綿造校型上でのデザイン案内線の指定IC
構文規則上の暖昧さを排除するためである。したがって、対称性などの理由で所属
部位による前m修飾子を省略した時の取り吸いは.別の構文規則によるとととする。
注2)識別子lと13の右前中心線と左前中心線は共IC前中心線を指しており重復してい
るが、前で打合わせの有る被服は、両者でデザインがしばしば異なるので、デザイ
ン案内線の識別子も違えている。両者を区別する必要が特IC無い時は、前中心線で
代表する乙ととする。
操作の表現を可能とするために設置した。
以上で， DD L85が被服デザイナーIC提供する規約デ
サイン案内線の定義とその識別チの導入を終わる。っき、
IC，乙れらのうど点として定義される規約デザイン越準点
を導入する。
b.規約デザイン基準点
規約デザイン基準点は， D D L85が被服デザイナーに
提供する最小単位ーのデザイン櫛成要素である。
規約デザイン4基準点は，水平方向と垂直方向との規約
デサイン案内線の交点として次の織に定義される。
く規約デザイン益準点定義> :.=
く規約デザイン基準点識別子>=POINT (く水
平方向規約デザイン案内線抱定子>，<:垂直Ji向規
約デザイン案内線指定子>)
く規約デザイン基準点識別チ> :
く名前>
( 4 ) 
く名前> .• = 
く英字>{く数字>1く英字>l
|く数字>{くよ数字> 1 <二英字>l
く水平方向規約デザイン案内線指定子> ・ =
く水平方向規約デザイン案内線識別子>
|く水平方向規約デザイン案内線名称>
く丞日立方向規約デザイン案内線指定子> .• = 
く垂直方向規約デザイン案内線識別子>
|く垂直方向規約デザイン案内線名祢>
例
図3IC示すパストポイント w フロン トネックポイン
トa，サイドネックポイント bおよびvは，つぎのよう
に記述される。
W = POlNT (バストライン，右前パネルライン)
a =POINT (ネ yクライン，右前中心線)
b =POINT (ネックライン，右脇縫H線)
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w= POINT (バストライン，右前パネノレ
ライン)
Jj:(h 
ujj 
a = POINT (ネックライン.右前中心線)
b = POINT (ネックライン，右脇縫目線)
v = POINT (チェストライン，右前パ
E=(cuvw) 
x= (PY211mnop) 
ネノレライン)
図3 規約デザイン基準点の定義
v =POINT (チェストライン，右前パネルライン〕
あるいは，図5(59頁参照)に示す識別子を用いて，
w = POINT (B. 2) 
a = POINT (N， 1) 
b=POINT (N. 4) 
v = POINT (C. 2) 
c 利用者定義デザイン繕成要素
D D L85Kは，規約デザイン繕成要素以外IC.デザイ
ナ がー必要に応じて定義できるデザイン構成要素がある。
乙れを利用者定義デザイン構成要素と名付ける。乙れら
のデザイン構成要素K対する言語梢造の統合性を維持す
るために利用者定義デサ、イン構成要素は，規約デザイン
基準点の連結によってのみ織成できるという一つの制限
が課せられている。しかし，この制限は，デザイナーの
デザイン展開になんらの拘束も与える乙とは無し、。なぜ
なら，乙れらのデザイン構成要素は，別iζ定めるデザイ
ン変更式を使用して，自主EI乙デザイン展開できるからで
ある。
く利用者定義デザイン構成要素> .• = 
(く規約デザイン基準点並び>)
く規約デザ、イン基準点必ひ> ・=
例
く規約デザイン基準点識別子>
|く規約デザイン怠準点、識別子>く規約デザイン基
準点並び>
図4Iζ示すデザイン線Eやデザイン領域Xの利用者定
義デザイン構成要素は，つぎのように記述される。
Eは.(cuvw) 
Xは.(py211mnop) 
また，後述するデザイン変更式を用いると，
( 5 )
図4 利用者定義デザイン権成要素の例
E = (cuvw) 
X = (py211 mnop) 
と記述できる。
d 属性ベクトノレ
〈二属性ベクトJレ定義> .，= 
くベク トル変数>=くく数値> 1，く数値>J> 
くベクト Jレ変数>. • = 
く名前>
く属性ベクトJレ選択子> ー =
くベクトノレ変数>くベクトJレ成分指定子並び>
くベクトル成分備定子並ひ‘> :・ =
くベクトル成分指定子>1くベクトル成分指定子>J
くベクトノレ成分儲定子> ー
くく数字> 1く数字>J>
O"IJ 
バストポイント a'ζ，その3次元座標値 (40.0，50.0， 
170.0)と，点aの平而展開後の2次元座標値 (67.0，
83.0)をデカJレト座標系で，さらに，色彩の指定をRG
Bコード(16，7， 10)とをそれぞれ害IJり付ける湯合を
考える。乙れらの数値を点aの属性値と見て，つぎのよ
うに記述する。
a=く40.0，50.0， 170.0， 67.0， 83.0， 16， 7， 10> 
したがって，ベクト Jレ変数aは，第8成分まで定義さ
れている。そのうち，第]成分から第3成分までは， 3 
次元座標値，第4と第 5成分は 2次先座標値を，そして
第6成分から第8成分までは色彩の成分をそれぞれ表わ
している。
乙のパストポイント aから2次元座標値を選択するに
は，つぎのように記述する。
aく4>く5>
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また，乙のバス トポイント aから色彩成分を選択する ザイン変更のための演算子である。
ILは，つぎのように記述する。 外郎定義デザイン演算子は，通常の算術変換を伴う泌
a<.6>く7><..8> 算子である。乙れはDDL85の外部で定義される演算子
2.デザイン妃述 である。
a.デザイン変更式 利用者定義デザイン演算子は，規約デザイン演算子や
デザイン変更式は，デザイン変更規則を表わす構成要 外部定義デザイン演算子以外の演算子を言う。利用者定
素である。その規制は，デザイン織成要素を取り出して 義デザイン演算子は，利用者が必要に応じて定義する演
デザイン演算子を作用させ新しいデザイン構成要素の生 算子である。乙れを利用すると，し、くつかのデザイン変
成の仕方を示す。 更を一つにまとめたデザインマクロを定義できる。
くデザイン変更式>: : = DD L85では，外部定義デザイン演算子と利用者定義
くデザイン因子> デザイン演算子についての構文規則は備えていない。乙
|く左辺値>く代入演算子>くデザイン変更式> れは.D D L85が被服犠成における型紙の生成よりも型
|くデザイン単項演算子>くデザイン変更式> 紙のデザインを記述するととを目的として開発された乙
|くデザイン変更式>く二項演算子>くデザイン変 とによる。したがって，以下では，特iζ乙とわらない限
更式> りは，デザイン演算子といえば規約デザイン演算子を指
I (くニ項演算子>.くデザイン変更式>.くデザ す乙ととする。
イン変更式>) (1) デザイン単項演算子
くデザイン因子> ー =ー デザイン単項演算子は，被演算子をうしろに置く前置
くデザイン変数> 演算子であり，右から左へ適用されて着衣基体精進模型
|くデザイン構成要紫並び> Iζデザイン変更を行なう。
I (くデザイン変更式>) く規約デザイン単項演算子> .• = 
|くデザイン定数> PANEL 
くデザイン変数>:: = I DARTS 
く単純デザイン変数> IYOKE 
|く成分デザイン変数> IGATHERS 
|く複合デザイン変数> I TUCKS 
く単純デザイン変数>・:= I PLEATS 
く変数名> I RUFFLES 
く変数名>: : = I FOLD 
く名前> ISEAM 
く成分デザイン変数>:: = I LINE 
く属性ベク トル選択子> I CURVE 
く線合デザイン変数> ・ = 本
〈二ベクトル変数> I ? 
くデザイン構成要素並び> ・ = 乙れらの単項演算子の意味は表4I乙示す。
く利用者定義デザイン構成要首長>{く利用者定義 (2) デザイン2項演算子
デザイン構成要素>1 デザイン2項演算子は，二つのデザイン変更式Ic:作用
く代入演算子> . = = して新しいデザイン変更式を構成する。乙の作用K伴つ
b.デザイン演算子 て着衣基体構造僕型上でデザインの変更が行なわれる。
デザイン演算子は左から右IC:適用され，着衣基体構造 デザイン変更式は，式自身がまたデザイン織成要索で
模型IC:デザイン変更を行なう。 もある。したがって，以下のデザイン2項演算子の作用
デザイン演算子』ζは，規約デザイン演算子，外部定義 結果も，また，一つのデザイン変更を受けた状態のデザ
デザイン演算子，それに利用者定義デザイン演算子とが イン綿成要素を表わしている。
ある。 デザイン2項演算子は， 左から右へ作用し， その作用
規約デザイン演算子は.DD L85が備えている被服デ の優先順位は，デザイン単項演算子よりも低く，代入演
(6 ) 
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算子よりも高L、。 #I$I&I- I! 11¥1必
く規約デザイン2項演算子>:・= ζれらの2項演算子の意味は表51ζ示す。
単項演算子
PANEL 
DARTS 
表4 規約デザイン単項演算子
意 味
被告者算子をバネノレK変更する。乙のとき、被演算子は閉領域でなければならなL、。
被演算子をダーツ1:変更する。このとき、着衣基体構造模型上では、ターツ線の通過する
デザイン基準点ω複製が自動生成されターツ該当部位の左右1:2本の切断線が発生する。
YOKE 被演算子をヨーク iζ変更する。このとき 、着衣基体構造模型上では、非演算子で指定され
る領域1:包含されるデザイン2基準点の複製が自動生成され、ヨークを指定した部位の左右
1: 2本の切断線が発生する。
被演算子で指定された着衣基体構造模型上の該当部位を、ギャザーに変更する。
被演算子で指定された者衣碁体構造模型上の該当部位を、タックlζ変更する。
被演算子で指定された着衣基体構造模型上の該当部位を、プリーツに変更する。
被演算子で指定された着衣基体構造模型上の該当部位を、ラップノレIL変更する。ただし、
フリノレはラップノレiζ包含されているものとする。
被演算子で指定された者次基体構造模型上の該当部位を、折り目線iζ変更する。
被演算子で指定された着衣基体構造模型上の該当部位を‘縫目線lζ変更する。
被在iIf;l:子で指定された着衣基体精進模型上の該当部位iζ、直線を置く 。
被演算子で指定された着衣基体構造模型上の該当部位K、曲線を置く。
被演算子で指定された行衣2主体構造模型上の該当部位iζ、機能的ゆとりを設定する。機能
的ゆとりは、被服の種々の機能を遠戚揮するために加えられるゆとりを表わす。機能に特別
の指定の無い時は被服の脱着と通常の動作を妨げない範囲の最少量を仮定する。
? 被泌~子で指定された打衣2主体構造模型上の該当部位を、意匠的ゆとり(デザインゆとり〉
を設定する。
GATHERS 
TUCKS 
PLEATS 
RUFFLES 
FOLD 
SEAM 
LINE 
CURVE 
判ド
表5 規約デザイン2項演算子
2項演算子 味意
非 左から右へ作用 し式 1 (デザイン構成要素 1)から式2(デザイン構成要素2)を論理的K他IJす
る論理抽出演算子である。乙乙で演算子が論理的であるというのは、その演算千の作用が、若次基
体構造模型上にどのようなデザイン変更も引き起乙さないととを窓味する。
S 左から右へ作用し式 1 (デザイン織成要素 I) 1ζ式2 (デザイン構成要素2)を論埋的l乙連接す る
論理i竪媛演算子である。
& 左から右へ作用し式 1 (デザイン備成要素 1) 1ζ式 2 (デザイン構成要素2)を論理的iζ貼附する
t命埋貼附演算子である。すなわち、乙とでは、 二つのデザイン構成要素が.どのように貼附される
べきかは問わない。
左から右へ作用し式 1(デザイン構成要素 1)を式2 (デザイン織成要素2)の所で折り返す論理
曲折演算子である。
左から右へ作用 し式 1(デザイン構成要素 1)を式2(デザイン構成要素2)の所で縫い合わせる
縫合演算子である。
li.から右へ作用し式 1(デザイン構成要素 1)を式2 (デザイン構成要素2)の所で切り離す切断
演算子である。
左から右へ作用し式 1(デザイン構成安楽 1)IL式2 (デザイン構成要素2)の所でダーツを入れ
るダーツ演算子である。
八
% 
( 7 )
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c.デザイン記述文
ほとんどのデザイン記述文は，任意の有効なデザイン
変更式ICセミコロンを加えたものであり，以下の形式を
している。
デザイン変更式;
(1) デザインブロ yク
複数のデザイン記述文をまとめて一つのデザイン因子
としてデザイン変更式で使えるようにするために，デザ
インプロックが用意され，デザイン因子が拡張されてい
る。
<デザインブロッ ク>. • = 
<デザインブロック識別子>{<デザイン記述文
並び>1
くデザインプロ yク識別子>・ =
く名前>
くデザイン記述文並び>: : = 
くデザイン記述文>
|くデザイン記述文>くデザイン記述文並び>
デザイン因子は，次のように拡張される。
くデザイン因子>.• = 
くデザイン変数>1くデザイン構成要素並び>
|く(くデザイン変更式>)> 1くデザインブロッ
ク>
|くデザイン変数>
伊l
被服学
乙の例からわかるように，デザインフaロックを利用す
ると，デザイン記述を構造化できる。構造化された被服
デザイン記述は，そうでない記述IC比べて理解が容易で
ある。
(2) 空文
空文は次の形式をとる。
構文規制では，デザインブロックなどのよくに，少な
くとも一つのデザイン記述文を必要とするものがある。
この時，空文を利用してデザインブロックを織成すれば
卜yプダウンでデザ、インを構造化して記述できる。
d.部分デザインとデザインブロック
すでに述べたように，被服デザインでは，すでに使用
した部分デザインを更に変更してデザインを展開する乙
とが一般的にお乙なわれている。
と乙ろで，デザインブロック自身は， また， 着衣基体
構造模型の上に展開中の被服デザインの或る時点の中間
デザインを表わしたものになっている。しかも，構文規
則lから，デザインブ、ロックもまた式の構成要素である。
したがって，デザインブロックを利用すれば， DDL 
85によって部分デザインを更にデザイン展開する乙とが
できる。つぎに，前例のツーピースドレスについての部
分デザインの展開例を示す。
例
ツーピ スー ドレスのデザインを，デザインブロックを 前例のツーピースドレスのデザインブロッ クを被服の
利用し記述する例を考える。ツーピ スー ドレスはジャケッ 部分デザ?インとして，乙の前身頃iζ，肩ダーツを入れる
トとスカートから織成されている。ジャケフ卜はまた身 場合の部分デザインの展開例を考える。
頃，襟，袖それにポケットから構成されている。一方， まず，前例のツーピースドレスのテサインブロ γク全
スカー卜は，身頃とポケットから構成されている。ツ一 体を一つのデザイン変数TPIC代入し， 記述を簡略化す
ピースドレスのこのようなデザイン織成は以下のように る。
記述される。 TP = twopiece { 
twopiece { jacket { 
jacket ( 
FrontWaistSloper 1 . 
BackWaistSloper ( . 
collar l 
sleeve { 
pocket 1 . 
skirt ( 
FrontSkirtSloper ( . . ) 
BackSkirtSlop巴r( . . ) 
pocket ( . . ) 
FrontWaistSloper { . . } 
BackWaistSloper ( . . ) 
coller { . . ) 
sleeve { . . ) 
pocket { . . 1 
skirt ( 
FrontSkirtSloper { ，?
?
• 
BackSkirtSloper { . . ) 
pocket 1 . . } 
( 8 ) 
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つぎに，乙のツーピースドレスTOのジャケ y ト部分
だけを論理抽~llrJ.ÎIn子#を用いて， ] KIζ取りIIす。
] K = (#， T P， Jacket) 
~文規則から，上ェには，次のようにも記述できる。
J K = T P #Jacket ; 
さら』ζ，乙のジャケットから，前身頃を FBIζ取り出
す。
F B = (付，J K， FrontWaistSloper) ; 
乙乙で，肩ダーツ線が，規約デザインl主権点 e，U 
v wを通過するとする。
このとき，~ダーツ SDの設定は，つぎのように記述
される。
SD -FB% (e U vw) 
または，
S D = (必， F B， (巴 U V w) ) 
また，構文規則から，上の三つの式は，一つに統合で
きる。
SD =((TPはJacket)#FrontWalstSloper) 
% (e u v w) 
ζのとき，ー二つのデザイン変数JK， F Bか消去され
た。
以上で， D D L85の嶋文規則の導入は終fした。 ζの
椛文規ftiJは J 1i衣1占体構造線型の七での塑紙デザイン展
開が，被服デザイナーに籾しみのある記法を用いて通常
のn術演算と同じような平易さで定式化してs記述できる
ように構成されている。また，いくつかの例て‘示したよ
うに， ζの構文続日IJは， ~見f正，広く持及している被服構
成法の型紙操作技術を反映したデザイン演nチや部分担
紙のデザイン展開;j法などを備えた構成に成っている。
図5 必「ぷJ.li体椛造模型右身頃のデザイン
法相点の議日IJ子
( 9) 
応用例
DDL85の構文規則にもとづく型紙デザイン展開記述
の応fI.l例として.お4反基体構造検砲の上で婦人用のジャ
ケットのデザインを行なった。普:.jfi，ジャケットのデザ
インは，袖，様，ポケット，およびベルトにまで及ぶが，
身頃だけのものもジャケットとよばれている。乙乙では，
若次訴体精進模'tlからの種々のデザイン変化をDDL85 
で記述した例を示す乙とを目的としているので，以下で
は，身頃のダーツの切り換えによるジャケットのデサ.イ
ン変化の記述伊jを中心にしめす乙ととする。
まず，?f衣1主体絡道模型の規約デザインl基準点、の識男IJ
子を右身頃について図 51ζ示すように設定する。左身頃
の識j]IJiこは，デザインの対称性から.右身頃のものを反
転してfH、るζとにする。
さて，被lJIiW育成て、常用されているダーツiζは図6Iζ示
すようなものがある。そ乙で，乙れらのダーツを規f'-t 
ザイン構成要ぷとして， D D L85で定義して以下のデザ
イン3己主sで用いる乙とにする。実は.乙れらのダーツの
ほとんどのものには，固有の名称が与えられている。し
かし.乙乙ではそれらの名称iζは.特別な|対心は無い。
したがって，以下では，図 61ζ示した記号をそのまま，
各ダーツの識別子として用いるととにする。
名ダーツは.それが通過する規約デザイン基準点を用
いてつぎのように記述される。
N=DARTS (w5) 
E-DARTS (wv u c) 
D = DARTS (w e ) 
C 0八RTS(w 4 f) 
図6 応用例で使用した規約デザイン桃成
安ぷとしてのダーツ線
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J =DARTS (4 3 2 1 ) 
A=DARTS (w x y z) 
G =BACK {DART (C U) ;) 
H=BACK {DART (w x y z) ;} 
1 = BACK {DART (e 4 3 2) ;} 
これらの式で， (wxyz)などは構文規則で言う利
用者定義デザイン構成要紫である。式では，乙の構成要
素』ζ単項演算子DARTSを作用させ，その結果をAな
どの識別子として新たに定義している。
また，ジャケ y トのデザインには，多用されているい
くつかの基本的なジャケットスタイルがある。 ζれらの
基本スタイルから種々のスタイルを持つジャケットがデ
ザイン展閥される。ととろで，乙れらの基本スタイルK
対して各々基本型紙が存在する。ジャケットのデザイン
変化を行なう時Kは， ζれらの2正本型紙は，変化の起点、
となる部分デザインである。そこで，つぎに， ζれらの
基本スタイルIL対する型紙の部分デザインを，着衣基体
図7e ジ十ケッ トスタイル l
図7c ジ十ケットスタイル3
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構造模型のとに定義し，以下では，規約デザイン櫛成委
案として用いる乙ととする。
図7のaからfは，ジャケットのM本スタイルをお衣
基体構造模型の上lζスケッチしたものである。乙れらの
スケッチからも分かるように，いずれの基本スタイルも
お衣基体構造模型の表面を幾つかの領岐に分割jしている。
即ち，着衣基体構造僕型の表面の分割jの仕方によってジャ
ケ y トの基本スタイノレが導き出せる ζとが分かる。
乙のようにして分割された着衣基体m造模型の表面の
各々の領域をζ乙ではパネルと名付ける。ジャケットの
2基本スタイルlζ対するパネルとそれらの識別子F，B， 
W， X， y， Z， P， Q， R， K， R， L， S， T， U， 
Vを，図71C:::示した。
乙れらのパネルは.単項演算子PANELとパ才、 Jレの
頃界線上の規約デザイン益準点、とを用いて記述できる。
関 7の総てのパネルの記述例を示すと冗長なので，乙乙
では，図 7aのスタイル lと図 7bのスタイル2とに含
図 7b ヅャケットスタイル2
図7d ジ十ケソトスタイル4
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図7e ジャケッ トスタイル5
まれるパネルド， B， W， X， Y， Zの記述例を，f;すと
ととする。
なを，バネ Jレの傾域を記述することは，術文規則から
パネルK対してI函ベクトルという属性ベクトルの定義fC
も深く関係するので，ベクトル記法i乙約定が必要である。
そこで，乙乙では，領減を指定する規約デザイン~準点
li，その領域の外側から凡て左凶りに列挙する乙ととす
る。
F=STYLE 1 (FRONT(PANEL(a 5 b c d 
efghijklmnopqrsta) ;} ;} 
B=STYLE I (BACK{PANEL(a b c d ef 
ghijklmnopqrsta););} ; 
X=STYL日2(FRONT{PANEL(a 5 b c u 
vwxyzmnopqrsta);} }; 
W=STYLE2 (FFWNT(PANEL(C d e f g
hijklmzyxwvuc);} ;} 
図88 Jllckct 1 = (F句1':%八)
$ (s%G%II) 
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図7f ジャケソトスタイルG
Y=STYLE2 (BACK(PANEL(a b C u v w 
xyzmnopqrsta);} ;} 
Z STYL日2(BACKIPANEL(C d e f g h 
1 j k I m z y x ¥v V u c) :} ;} 
乙れらのパネル定後式では，省liij身頃iζ対する規約テ
ザインJ1irWi尽だけを用いて，右後身頃分のパネルを含め
て，すべてのバネ Jレを定義している。これは，点lζー/J~
な識日IJf三をうえでデザイン記述のl環味さを除去すること
と矛盾する。乙れらの式では， ζの|陵昧さは，単項泌n
子 PANl~Lの liijIC， STYLE IとドRONT， STYL 
EIとBACKなどの二つのデザインフロックを前位す
る乙とで除去している。また，身頃の点の議別子が5を
除いて前後で対事'1'である乙ともやJlJしている。
以上で，ジャケットの基本スタイルの記述は終fした。
つぎに，乙れらのJ正本スタイルを変化寄せて，色々なス
タイルのジャケットをデザインした。しかし，乙 ζでは，
図8b .Jnckpt 2= (P"杉八) 図8c Jackct 3 = (F'再 (ew) 
$ (WちG句11) 形八)$ (s%G%Il) 
????、
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図8d Jacl(('l" = (I"q$ E'l;八) 図80 Jackel 5 = (1"% E句A) 悶81 Jacket 6 = (I"% E~ぢA%J)
$ (B斗~G% I) S Cs%G% (u v w)銘(1) S ( B~杉G 9彰 日)
図89 Jnckel 7 = ，( ド場N~幅八)
$ (ß%C:~削 1)
ζれら総ての基本スタイルについて，言及する余裕はな
いので，そのうちでデザインの益礎的な記述例として適
当なものをいくつか述べる乙とにする。
図8は，先』にζ述ベた基本的スタイ JルレのSTYLE11にζ 
ついての一i述車のデザイン変化を簡潔なスケツチとデザイ
ン記述とで
たとえば.Jackel IはParllとPart2の型紙が連
接して織成されている。Part1は基本パネルFと二つ
の規約ダーツE.Aから構成されている。また.Part 
2はM本パネ 11ノBと二つの規約ダーツG.Hから楠成さ
れている。 したがって，そのデザイン記述式は.
Jacket 1 = (F%E%A) $ (B%G%I-) 
となる。
さらに変化させたデザインの例を図91ζ示す。
図9.aの Jackel_aは.Parl 1 . Part 2 . Part 3 
( 12) 
図8h <lnckel 8 = (F?，s八%<r x) 
$ (s%G%l) 
から構成されている。
Part 1は，パネルFの一部をカ y卜して用いられて
いる。乙れは.切断演算子〈をもちいて，
Partl=F^ Ca5bcu *v本w *x p ) 
と記述される。乙乙で，ホv.ホ¥V，* xは，規約デザ
イン2基準点が，なんらかの方法で変更されるべきである
乙とを示す単項演算子である。
Part 2は，バネ JレFの一部でありPart1 Iζ縫合さ
れている。
まず，縫合される部分Parl2を作る。
Part 2 = (5 * V ホ W 本xp q r) 
つぎに.Part 1とPart2を (*v*w *x p)で縫
合する。
Part 1 2 Part 1 ! C =1=. Parl 2. (* v 本 W
* x p) ) 
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P!l rt I = F'^  (a 5 b cu * vホ W 喝 xp) 
Pnrt 2 = (5，. v場 w*xpqr)
I'nrl 12 = PU rl I! (韓. I'n rl2. (，. v本 W かxp) ) ; 
Pnrl 3 ~ Il句(;4，1
Jncl<ct a= Part 12 $ Parl 3 ; 
図9a JackeLa 
Plrt I =YOI<E ( (揖.F. (n 5 b c d e w s tIJ) ) ) ; 
Parl 3=YOKE ( (韓.B. (a 5 b c d e w s l a) ) ) ; 
Pn rt 2 = FハI'nrt I 
l勺Il'l~ = nハI'al・l~ 
J川・kctc= Pnrt I $ I、arl2事Parl:l $ドarl ~ 
図9c JackeLc 
上式の(#， Parl 2， (，. v ，.w ホxp) )は，抽出
r.Jin: (-#:を用いてPart2から縫白紙!(事v 事w 本 xp) 
を袖山するための式である。
そして.Part 3では，パネル81ζτつのターツが入れ
られている。
( 13) 
Piece I = (韓. X. (c d e w v u c)) 
Part I = X! (韓， Piece 1. (w v u c) ) 
Parl 2 = WハP叩ce I 
Pi('C(1 2 = (韓.Z. (cdew vuc)) 
Part I = X! (曽. Pit'('(・ 1.(w v u (") ) 
Pa，"t 2 = W ^ Piece I 
Jackel b=ドa，"[ I $ PlJI"t 2 s Pnrl :l 1) Parl ~ 
図 9b
Parl3 B必G~ぢH;
したがって.Jacket _ aは，
Jackcl_a Partl2 $Part3 
で記述される。
関9" bのJacket_b は，プリンセスラインを持っ
たジャケットの例である。 Jacket_bは. Part I ， 
する。
Part 1 はノfネルXICPieceIを縫合したものであり ，
Part2は，パネルWからPieceIを切断したものであ
る。
まず， Piece Iを作る。
Piece I (#-， X， ( c d e ¥V v u C ) ) 
乙れをパネルXIζ(wvuc)で縫合し.Parl1と
する。 PartI = X! (#， Piecc 1 . ( w v u c ) 
Parl1 X! (件， Piece 1 . ( w v u c)) ; 
さらに，パネルWからPieceIを切断し， Part 2を作
る。
Pa rl2 W ^Piece 1 
Part3. Parl4も同織にして，つぎのようになる。
Piec巴2 ( #:， Z， ( c d e w v u c )) 
Part I X! (#-. Piece I ， ( w v u c ) ) 
Parl2 W^ Piece I 
Jackel_ b Part 1 S Parl 2 $ Part 3 S Part 
4 
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図9.cのJackel_Cは.ヨークを持ったジャケッ とが期待できる。
トの例であ る。 Jacket_cは， Part 1 ， Part 2 ， なを.E衣基体構造線型lζは，現在，袖，襟，スラッ
Part 3， Part 4から構成されている。 クスのデザイン部分に相当する部位が備わっていない。
Part 1 = YOKE ( (#， F， ( a 5 b c d e w s ζのため， .，"(f衣全体1[.渡るデザインの応用例がない。ま
ta))) ; た， D D L85で記述した被服デザインの物理的な実現化
Part 3 = YOKE ( (#， B， ( a 5 b c d e w s も完成していない。今後，乙れらの問題を克服して，彼
ta))) ; 服デザインの理論化と実現化とを一致させたいと希望し
Part2 =F^ Partl ; ている。
Part4 =B八Part3; 
Jacket c = Part $ Part 2 $ Part 3 $ Part 4 
結 論
着衣基体構造模型上での型紙デザインの形式的な記述
言語として， DD L85を提案し， ジャケッ トのデザイン
に適用した。 ζのOtJで示されたように， DD L85は型紙
デザインを簡潔にしかも正確に記述できるだけでなく，
部分デサ'インの変化や合成などのデザイン展開にも利用
できる。したがって，種々の被服構成法で作成される型
紙デサ'インを記述したり，多くのデザイナーの被服設計
過程を記述したりする湯合ILも利用できる。 しかも乙れ
らの記述結果が，形式言語理論IL必づいて数迎的iζ分析
ができる ζとがDDL85の特徴である。
乙れにより， 被服構成iζ形式言語的な展望を与える ζ
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Summary 
The DOL85 is the flIst version of the dress design language that allows designers to shape the dres without physical 
procedures. The DOL85 then provides the new constructive design tool to the dres pattern generating system. The 
ODL85 also provides the formal descriptions for dress pattern designs. Its features include design operators， design 
variables and design expressions. Constracts such as design blocks and subdesign inclusions are also avai1able. 
The 00L85 also allows designers to describe the patter manipulations using the primary design point indexes on the 
body form. Two-way communication is possible between the primary dres form and the design sketches through the 
00L85. 
The 00L85 provides a collection of about twenty design operators which perform various useful pattern manipula-
tions; in addition， the designer can define new design operators. Built-4ns and desginer-defined design operators work 
exactly in the same way. 
The processed expresions can modify the design descriptions on the 30 dres model without physical changes. 
These conveniences greatIy increases the generality of the clothing construction. 
(14) 
